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財産の取得の変更について

平成25年度津市一般会計補正予算（第3号）

平成24年度津市一般会計歳入歳出決算

平成24年度津市モーターボート競走事業特別会計歳入歳出決算
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平成24年度津市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算

平成24年度津市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

《反対討論　日本共産党津市議団》本議案は、平成24年第2回津市議会定例会で議決した議案第77号により取得した
津センターパレスへ老人福祉センター、障がい者相談支援センター及び児童館を設置する改修工事を終え、不動産
鑑定の結果、売買価格が確定したことによる調整である。議案第77号において市民の理解が得られていない、老人福
祉センターは風呂がなくなり利便性を損なうと反対してきたことから、本議案についても反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団》介護費用の１割という高すぎる利用料負担のために、支給限度額の6割弱のサー
ビスしか使われないなど、低所得者が必要なサービスを受けられていない。また、介護保険料の負担も限界である。
介護保険を持続可能な制度とするには、公費負担の拡充、負担能力に応じた負担、応能負担の原則に立った制度でな
ければならないとの立場から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団》社会福祉センターの機能充実と生涯学習の拠点としての中央公民館の建設を願
う市民の声に耳をかさず、津センターパレスの存在ありきの移転は、福祉と学びの拠点として最適な環境を提供す
ることにならなかった。新エネルギービジョン等では、一般家庭への太陽光発電の導入を推進するとしているにも
にもかかわらず、5キロワット未満の補助を取りやめたことは、実質一般家庭の補助の打ち切りである。住民の同意
が得られていない最終処分場、ＰＦＩによる新斎場の建設問題、特別滞納整理推進室による強権的な差し押さえ、既
に終了したにもかかわらず人権問題と称した同和関係の研修会の開催など、理解することができない。また、子育て
支援が重要だといわれている中、その要となる保育所は待機児童が80名を超えている。中学校給食は市内全てで実
施となったが、公立の幼稚園給食は合併後7年たっても旧津市、旧久居市の幼稚園では実施されていないことなど
から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団》国民健康保険は、憲法第25条に基づく社会保障制度である。保険料は国庫負担の
削減により、ますます払えない保険料になっている。国庫負担をもとに戻せば、保険料を抜本的に引き下げることが
でき、さらに、応能負担の原則、負担能力に応じた保険料に改革すれば滞納もなくなり、持続可能な国保財政への道
が開かれる。収納率向上にもならず、市民の命と健康を脅かす保険証の取り上げをやめ、また、滞納整理の名のもと
に強権的な取り立てをやめて、生活実態をよく聞き親身に対応する相談、収納活動に転換することが求められてい
ることから反対する。
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平成24年6月27日に議決された、中央公民
館として株式会社津センターパレスビル
の一部を取得することについて、改修工事
完了後に建物区分登記及び不動産鑑定を
行い、床面積及び売買価格が確定したこと
による、数量及び金額の変更

基金管理事業、高齢福祉推進事業、道路新
設改良事業、教育指導活動支援事業（小学
校費）の増、社会福祉施設等管理運営事業、
公民館管理運営事業の減等、10億656万
8,000円の増額補正等
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人権擁護委員の候補者の推薦について 大西　美知代（久居西鷹跡町）
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《反対討論　日本共産党津市議団》議案第108号と同様に、津センターパレスへ中央公民館を移転することに反対し
てきたことから、本議案についても反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団》競艇の本質はギャンブルであり、社会情勢から見ても公営ギャンブルは行うべき
ではなく、またモーターなどの高価な購入を随意契約で行っていることなどから反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団》返済のこげつきを税金で肩代わりするやり方はやめるべきであるとの立場から
反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団》長良川河口堰からの必要以上の契約により水道会計は圧迫されている。契約水量
の見直しと水道料金の引き下げが必要であるとの立場から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団》議案第108号及び第109号の関連予算が含まれていることから反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団》後期高齢者医療制度は、年齢だけで高齢者を差別し、なおかつ負担を負わせる制
度である。後期高齢者の保険料は平均4,400円の値上げとなり、年金減額、介護保険料の値上げなど、高齢者の負担は
限界である。よって、即時廃止すべきであるとの立場から反対する。

《反対討論　岡村　武議員》会ったこともない人の意見を求めると言われても、無茶苦茶な事柄であり、以前からこ
のようにやっているが、なぜ改めようとしないのか。経歴書はあるが、このような制度は、やはり国の押し付けとい
えども、それは違うと言っていくべきである。


